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使用教科書 生物（数研出版） 

副教材等 センサー生物基礎(啓林館)、センサー生物（啓林館） 

 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力と自然を愛する心情を育てる」

小・中学校での理科の学習を終えて、人と自然について「遺伝子」、「恒常性」、「生態系」という３つの視点

を見ると、どのように見えてくるのか？どのように生き、行動すれば人と自然を大切にし、健康な生活を送

れるのか？この２つの問題を常に意識して、学び考え続けてください。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

生物や生物現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能

力と態度を身につけるとともに、生物学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め、科学的な自然観を養う。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に

関心や探究心を持ち、

意欲的にそれらを探求

しようとするとともに、科

学的態度を身につけて

いる。 

自然の事物・現象の中

に問題を見いだし、探

求する過程を通して、事

象を科学的に考察し、

導き出した考えを的確

に表現している。 

観察・実験等を行い、

基本的操作を習得する

とともに、それらの過程

や結果を的確の記録、

整理し、自然の事物・現

象を科学的に探求する

技能を身につけてい

る。 

自然の事物・現象につ

いて、基本的な概念や

原理・法則を理解し、

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート・ワークシートの記

述。 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

発問に対する解答 

定期考査の結果 

学習活動の記録 

観察・実験の記録 

探究活動の記録 

定期考査の結果 

学習活動の観察 

ノート・ワークシート・問

題集の記述 

実験の記録及び考察

の結果 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 

評

価 

方

法 

a b c d 

１
学
期
中
間 

第
１
編 

生
命
現
象
と
物
質 

 

第１章  生命と物

質 

細胞小器官や

細胞の働きを分子

レベルで見ていく。 

 

 

○ ○ ○ ○ 

a: 細胞小器官や細胞の働きを分子レベルで調べようとす

る。生体物質の円滑な合成では、酵素が触媒として作用し

ていることや、輸送物質・情報物質にかかわるタンパク質

がさまざまな生命現象を支えていることを考えることができ

る。 

b: 細胞の内部構造とそれを構成する細胞小器官とよば

れるさまざまな構造体や細胞骨格などの特徴、また、生体

膜について考えることができる。生体物質の円滑な合成で

は、酵素が触媒として作用していることや、輸送物質・情

報物質にかかわるタンパク質がさまざまな生命現象を支え

ていることを考えることができる。 

c: 葉緑体の動きを確かめ、原形質流動について調べるこ

とができる。温度・ｐＨによるカタラーゼの酵素作用の変化

について調べることができる。 

d: 生物体を構成する物質や細胞がわかるタンパク質の構

造や生命現象におけるタンパク質の役割がわかる。 

プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
実
験
プ
リ
ン
ト
、
定
期
考
査 

１
学
期
期
末 

第２章 代謝 

光合成によって

光エネルギーを用

いて有機物がつく

られ、呼吸によって

有機物からエネル

ギーが取り出され

る仕組みを理解す

るとともに、窒素同

化についても理解

する。 

○ ○ ○ ○ 

a: 呼吸によって有機物からエネルギーが取り出され、光

合成によって光エネルギーを用いて有機物がつくられる

仕組みを理解するとともに、窒素同化についても調べよう

とする。 

b: 解糖系やクエン酸回路および電子伝達系について

や、発酵について考えることができる。取り入れた窒素をも

とにして、生体を構成する重要な化合物である有機窒素

化合物を合成する窒素同化や、有機物にアンモニウムイ

オンが導入されてアミノ酸がつくられる仕組みを考えること

ができる。 

c: コハク酸を基質とするコハク酸脱水素酵素の働きをメチ

レンブルーを指示薬として調べることができる。乾燥酵母

を用いたアルコール発酵の温度による発酵速度を比較す

ることができる。 

d: 呼吸の仕組みがわかる。有機窒素化合物を合成する

働きがわかる。 

プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
実
験
プ
リ
ン
ト
、
定
期
考
査 



２
学
期
中
間 

第３章  遺伝現象

と物質 

DNA の構造、遺

伝情報の複製･転

写 ･ 翻訳の仕組

み、そして遺伝子

発現の調節を学

び、バイオテクノロ

ジーの原理とその

応用を見ていく。 

 ○  ○ 

b: 環境に応じて発現する遺伝子の種類と、その発現量は

調節されていること、トリプトファン代謝における転写調節

およびその仕組みの概要を考えることができる。遺伝子を

扱った技術について、その原理と有用性について考察

し、ある特定の DNA の配列を切断する酵素の制限酵素、

特定の遺伝子を組み込んで生物内で増殖させるベクタ

ー、特定の DNA 領域を多量に増幅する方法（PCR 法）な

ど遺伝子を扱った技術について考えることができる。 

d: 遺伝子の発現調整がわかる。生物を利用する技術で

あるバイオテクノロジーがわかる。 

プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
実
験
プ
リ
ン
ト
、
定
期
考
査 

２
学
期
期
末 

第
２
編 

生
殖
と
発
生 

第４章  生殖と発

生 １～３ 

減数分裂による

遺伝子の分配と受

精により、遺伝的

に多様な組み合わ

せをもつ子が生じ

ることを理解すると

ともに、遺伝子の

連鎖と組換えにつ

いても理解する。 

○ ○ ○ ○ 

a: 減数分裂による遺伝子の分配と受精により遺伝的に多

様な組み合わせをもつ子が生じることを理解するとともに，

遺伝子の連鎖と組換えについても調べようとする。 

b: 減数分裂による遺伝子の分配と受精により多様な遺伝

的組み合わせが生じることや，雌雄の区別がある生物がも

つ性を決定する特別な染色体である性染色体について考

えることができる。遺伝の法則について理解し，遺伝子の

連鎖と組換えにより遺伝子の組み合わせが変わることを考

えることができる。 

c: 検定交雑の結果より，組換え価・分離比を求め，表現

型や遺伝子型を求めることができる。キイロショウジョウバ

エの F2 の分離比から遺伝子が連鎖しているのかどうかを

考察することができる。巨大な染色体をもつ，カやハエの

仲間の幼虫のだ腺細胞のだ腺染色体を観察することがで

きる。 

d: 減数分裂と受精がわかる。遺伝する形質のもとになる

要素の遺伝子と染色体がわかる。 

プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
実
験
プ
リ
ン
ト
、
定
期
考
査 

３
学
期 

第４章  生殖と発

生 ４～６ 

配偶子形成と受

精、卵割から器官

分化の始まりまで

の過程について学

ぶとともに、細胞の

分化と形態形成の

仕組みを理解す

る。 

 

 

○ ○ ○ ○ 

a: 配偶子形成と受精、卵割から器官分化の始まりまでの

過程について学び、細胞の分化と形態形成の仕組みを調

べようとする。発生初期の細胞分裂である卵割から器官分

化の始まりまでの過程について考えることができる。 

b: 配偶子（精原細胞・卵原細胞）形成と受精の過程につ

いて考えることができる。細胞の分化と形態形成の仕組み

を考えることができる。また、特定の器官への分化を促す

働きである誘導、そのような働きをする部分である形成体

について考えることができる。 

c: ウニの発生標本を用いて発生のようすを観察すること

ができる。 

d: 動物の配偶子形成と受精がわかる。初期発生の過程

がわかる。動物の細胞の分化と形態形成がわかる。 

プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
実
験
プ
リ
ン
ト
、
定
期
考
査 



第４章  生殖と発

生 ７ 

植物の配偶子

形成と受精、胚発

生と花器官の分化

について学ぶ。 
○ ○ ○ ○ 

a:植物の配偶子形成と受精、胚発生と花器官の分化につ

いて調べようとする態度が育っている。 

b: 被子植物の配偶子形成と受精の過程を考えることがで

きる。受精卵が分裂を繰り返して胚が形成されることや種

子の形成を考えることができる。被子植物には栄養器官と

生殖器官があり、それぞれの形成の過程や花の形態形成

に遺伝子が働いていることを考えることができる。 

c: 花粉管の伸長を観察することができる。 

d: 植物の受精がわかる。種子形成と胚の発生がわかる。

植物の器官形成がわかる。 

プ
リ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
実
験
プ
リ
ン
ト
、
定
期
考
査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目

において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


